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1. はじめに 

近年、SNS を利用した観光情報収集は一般的な手法とな

っており、SNS に投稿されるビッグデータの分析は観光客

に有益な情報をリアルタイムに提供できる可能性がある。

SNSとして代表的な Twitterは、ユーザによる投稿が容易な

ためリアルタイムでのコミュニケーションツールとしても

活用でき、一般的に身の回りの出来事や趣味等の情報を投

稿・閲覧するために利用される。Twitter に投稿されるテキ

ストや画像等のことを「ツイート」と呼ぶ。Twitter ではユ

ーザがツイートごとに現在の位置情報の公開の有無を指定

でき、位置情報を公開するツイートのことを「ジオタグ付

きツイート」と呼ぶ。Twitter では、ツイートの投稿によっ

て観光情報に関する発信も広く行われており、近年、観光

を予定している人が行き先を決める指標としても活用され

ている。これより、観光客がリアルタイムで地域の観光情

報を取得及び推定するためのソーシャルセンサーとして役

立つことが期待されている。現在、Twitter を用いた研究が

多く行われている。SNS の個人利用状況は、総務省の令和

2 年通信利用動向調査[1]によると、6 歳以上では 73.8％で

あり、令和元年の 69.0％と比べると利用が拡大しているこ

とがわかる。SNSの一つである Twitterは、リアルタイムな

コミュニケーションツールとして活用できることから日本

国内での利用者も多く日々大量の情報発信が行われている。 

本稿では、これまで我々が Twitterから収集したデータか

ら紅葉に関するツイートを抽出し分析することにより紅葉

の見頃推定を行い、気象庁の生物季節観測の情報と比較す

ることで本手法の有効性を実験結果と共に報告する。本稿

の構成は以下のとおりである。2 章では本稿に関連する研

究について記述する。3章では提案手法を示す。4章では実

験結果とその評価結果を報告する。5 章では本稿のまとめ

を記述する。 

2. 関連研究 

SNS などの普及に伴い今後も位置情報や画像、文字列な

ど、様々な情報量は飛躍的に増大することが予想され、こ

の大量のデジタルデータの有効活用に関連した研究が数多

く行われている。以下に、SNS や時系列予測に関する研究

について述べる。 

鳥海ら[2]はソーシャルメディア上における、新型コロナ

ウイルスに関する投稿を収集して、情報を発信するユーザ

に変化とその感情に着目し分析を行った。データセットと

して Twitter Search APIで取得した新型コロナウイルスに 

関するツイートデータを分析に用いることで日本の新型コ

ロナウイルスのツイートの傾向を確認した。 
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遠藤ら[3]はマイクロブログを用いて紅葉シーズンの国内

の季節変化の推移を追跡した。データセットとして日本国

内における位置情報付ツイートを利用し、対象語が含まれ

るツイートのトレンド推移を確認した。生物季節の対象語

に関する気象庁 の観測日とツイート数のピークが同等に観

測可能であり、対象語に関するツイートの盛り上がりと 実

世界での季節変化の関連を明らかにした。その結果、生物

に関連するツイートの観測から見頃(ピーク期)を推定でき

る可能性を示した。 

Horikawaら[4]は機械学習を用いて一定期間先の桜の見頃

推定を行った。データセットとして 2015年 2月 1日から蓄

積してきた桜に関するツイート情報を学習データとして、

機械学習を用いた日付に対するツイート数の時系列予測を

実施した。SNS データによる時系列予測手法は従来手法と

比べ、再現率の向上を確認した。 

Takamori ら[5]は、東京都のオープンデータとして公開さ

れているデータを元に、新規陽性者数の予測を行っている。

機械学習による時系列予測を利用し、データセットとして

新型コロナウイルス新規陽性者数や関連性のある変数を含

む時系列データを用いることで、東京都の新規陽性者数の

予測手法として利用できる可能性を示している。 

小原ら[6]は、Twitter本文から地域連想語やパターンマッ

チングを用いて観光情報の抽出やユーザの居住地の把握を

行っている。取得した地域連想語の割合や観光情報をツイ

ートしたユーザ数の推移のグラフ化し、ツイートされた場

所や推定したユーザの居住地の分布を表示するシステムの

構築を行っている。パターンマッチングを用いた観光情報

抽出手法は 80.2%の適合率を達成した。 

以上、SNS や時系列分析に関する研究が行われている。

紅葉の国内の季節変化の推移や桜の見頃推定の研究は報告

されているが、紅葉の見頃推定に関する研究は報告されて

いない。そこで本研究では、時系列予測を用いた一定期間

先の紅葉の見頃推定を行う。 

3. 提案手法 

本章では、データの収集の手法について説明する。 

3.1 節に見頃推定に利用したデータセット、3.2 節に分析方

法、3.3節に本提案手法の推定条件を示した。 

3.1 データセット   

Twitter の投稿の中で位置情報の付与されたジオタグ付き

ツイートを 2015年 3月 1日から 2018年 12月 31日と 2020

年 1月 1日から 2020年 12月 31日の期間を対象とした。 

対象としたジオタグ付きツイートの中に対象語が記述さ

れたツイートを抽出し分析を行った。まず対象語は気象庁

において生物季節観測[7]が行われている「かえで」と「い

ちょう」、また我々は一般に秋の観光対象として用いられ

る表現である「こうよう」も対象語とした。更に対象語と

して、「コウヨウ」「紅葉」「黄葉」「カエデ」「楓」

 

FIT2022（第 21 回情報科学技術フォーラム）

Copyright © 2022 by
The Institute of Electronics, Information and Communication Engineers and
Information Processing Society of Japan All rights reserved.

 363

F-010

第2分冊



「イチョウ」「銀杏」を追加し、対象語の漢字・ひらが

な・カタカナ表記を含むジオタグ付きツイートの出現頻度

と日付別推移を収集した。本稿において対象語を含むツイ

ートを「紅葉」と記述する。 

3.2  分析方法 

我々が収集したツイートデータから紅葉の見頃推定を行

う期間に対してツイート数の時系列予測を行う。 

日本国内では「かえで」や「もみじ」は主に 10月後半か

ら 12月前半までが紅葉日となるため、対象語の見頃推定期

間は 2021年 10月 16日から 12月 14日までの 2か月間とす

る。 

本手法の学習データは毎年秋にピークとなる対象語に関

するツイートを収集しているため、学習データは季節性が

ある。よって、AWS(Amazon Web Services)の Amazon Fore-

cast サービスから利用できる時系列予測アルゴリズムの中

で、季節性のある学習データに適する Prophet を用いて見

頃推定を行った。Prophetは、非線形傾向が年、週、及び日

常の季節性に適合する加法モデルに基づく時系列予測アル

ゴリズムであり、強い季節効果と数シーズンの履歴データ

を持つ時系列において最も効果的である。 

予測値は、加重分位損失で得られた 50%の需要を満たす

値を用いる。加重分位損失とは予測時のメトリクスの一種

である。予測されたツイート数は小数点以下を切り捨てと

し、ツイート数がマイナスの場合は 0 として扱う。機械学

習によって予測した一定期間のツイート件数の推移により、

対象語の見頃推定を行う。ツイート数の時系列予測に使用

する学習データは 2015年 3月 1日から 2020年 12月 31日

までのツイート情報を使用する。我々はシステムの都合に

より、2019 年におけるツイート情報を取得できていないた

め、予測は 2015年 3月 1日から 2018年 12月 31日と 2020

年 1月 1日から 2020年 12月 31日の期間におけるツイート

情報を用いて行う。ツイート数の時系列予測を行う期間は

2020年 10月 16日から 12月 14日の 2か月間である。 

3.3 推定条件 

ツイートの推移による紅葉の見頃推定条件は、加重移動

平均を用いる。加重移動平均とは、各値に重み付けした移

動平均である。本研究において使用する手法では加重移動

平均に用いる重みの中央値を 1とし、中央値から±0.5の値

をそれぞれ最小値及び最大値にする。 

紅葉の見頃推定を行うにあたり、キーワードを含むジオ

タグ付きツイートの出現頻度の分析を行う。結果を日付別

に分析して、最適な視聴期間を推定する。 対象語に関する

ツイートが増加した期間を、1 年単純移動平均を求めた。

加えて、気象庁は「いちょう」と「かえで」の紅葉日から

落葉日までの平均日数を 10 日としている。そこで、10 日

加重移動平均 H_avg10 を用いた。以下に使用する数式を示

す。x_yは、y日前のツイート数 xを示す。 

H_avg10=(x_10×0.5+x_9×0.61+x_8×0.72+x_7×0.83+x_6×0.

94+x_5×1.05+x_4×1.16+x_3×1.27+x_2×1.38+x_1×1.5)/10      (1) 

更に曜日によるツイート数の差の影響を少なくするため、

7 日加重移動平均を求めた。以下に使用する数式を示す。

x_y は、y日前のツイート数 xを示す。 

H_avg7=(x_7×0.5+x_6×0.67+x_5×0.83+x_4×1+x_3×0.17+x_

2×1.33+x_1×1.5)/7                                                                       (2) 

これらの推定基準を用いて、次の 2 つの条件を満たした

場合に、紅葉の見頃と判定することとした。 

1:ツイート数が 1年単純移動平均よりも多い 

2:3 日連続でツイート数の 7日加重移動平均が 10日加重

移動平均よりも多い 

これらの最適な時間推定基準を使用して、各観光スポッ

トを見るのに最適な期間を推定した。 

ここで、気象庁が判定する「かえで」や「いちょう」の

紅葉観測条件を述べる。「かえでの紅葉日」[8]とは、標本

木全体を眺めたときに、大部分の葉の色が紅色に変わった

最初の日を指す。また、「いちょうの黄葉日」[9]とは、標

本木全体を眺めたときに、大部分の葉が黄色に変わった最

初の日を指す。「かえで」と「いちょう」のそれぞれの落

葉日[10]は、標本木の約 80%が落葉したと見えた日となる。

風の有無は問わない。 

本稿では「かえで」と「いちょう」の紅葉日から落葉日

までを紅葉の見頃であるとし、気象庁が観測している紅葉

日から落葉日の実測期間と我々が見頃と推定した期間を比

較することで本手法の精度を評価する。 

4.実験結果 

本章では、提案手法による対象語の分析の判定結果を示

す。まず、時系列予測で得たツイート数から紅葉の見頃推

定を行った結果を示す。2020 年の京都府、大分県、栃木県

における紅葉の見頃結果を図 1、図 2、図 3に示す。それぞ

れの図の黒点線は 1年移動平均、黒実線は 10日移動平均、

黒破線は 7 日移動平均、集合縦棒は時系列予測を行ったツ

イート数、灰色部分は見頃推定期間を示す。 

ピーク予測の精度は、見頃推定結果と実測期間を比較し、

再現率と適合率の値で評価する。実測期間は表 1 に示す通

り気象庁が観測した紅葉日から落葉日までの期間とする。 

本手法の予測したツイート数を用いて行った紅葉の見頃

推定と実測期間の再現率と適合率を表 2に示す。 

図 1 の京都府は 11 月 5 日から 11 月 30 日を見頃と推定

し、気象庁が観測した紅葉日から落葉日までの 11 月 20 日

から 11 月 30 日と近似した見頃推定ができた。京都府にお

ける本手法での見頃推定再現率は 100％、適合率は 42.3％

である。図 2の大分県は 11月 9日から 11月 28日を見頃と

推定し、気象庁が観測した紅葉日から落葉日の 11 月 27 日

から 12月 11日と近似した見頃推定ができた。 

 

表 1 気象庁 紅葉日・落葉日(2020年) 

対象地域 紅葉日 落葉日 

京都 11月 20日 11月 30日 

大分 11月 27日 12月 11日 

栃木 12月 7日 12月 14日 

 

表 2 予測ツイート数の見頃推定手法の再現率と適合率 

対象地域 再現率 適合率 

京都 100％ 42.3％ 

大分 13.3％ 10.0％ 

栃木 0.0％ 0.0％ 
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図 1 京都府「紅葉」時系列予測結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 大分県「紅葉」時系列予測結果 

 

 

図 3 栃木県「紅葉」時系列予測結果 

FIT2022（第 21 回情報科学技術フォーラム）

Copyright © 2022 by
The Institute of Electronics, Information and Communication Engineers and
Information Processing Society of Japan All rights reserved.

 365

第2分冊



大分県における本手法での見頃推定再現率は 13.3％、適合

率は 10％である。図 3の栃木は 10月 21日から 11月 16日

を見頃と推定し、気象庁が観測した紅葉日から落葉日の 12

月 7日から 12月 14日と差異のある見頃推定となった。ま

た十分な位置情報付きツイート量がないため対象語のみで

の推定は困難であるという結果になった。栃木県における

本手法での見頃推定再現率は 0％、適合率は 0％である。

原因は気象台と観光名所の標高差による気温の違いが紅葉

時期のずれとなったと考えられる。このため標本木のある

気象台と観光名所の気温差が激しい地域では見頃に大きな

差があると考えられる。 

また京都府、大分県、栃木県のそれぞれの観光名所の見

頃を確認した。京都観光オフィシャルサイト[12]によると

11月 6日から嵐山や常照皇寺などが見どころとなっており、

我々が推定した時期とほとんど相違ないことがわかる。大

分の中津邪馬渓環境協会[13]によると 11月 1日より見頃と

なっており、これも推定時期と相違がないことがわかる。

さらに栃木県の日光観光ライブ情報局[14]によると日付は

明記されていないが、各地域の見頃時期は 10月 20日前後

に最も多いことがわかり、我々が推定した時期と同等であ

る。このことから観光客が観光時期を決める際は本手法で

推定できる可能性があることを確認した。 

5.おわりに 

本稿では、これまで我々がTwitterから収集したデータか

ら紅葉に関するツイートの分析により、見頃推定を行った。

気象庁の生物季節観測の結果と比較することで本手法の有

効性を実験結果と共に報告した。その結果、京都府におい

ては時系列予測による再現率と適合率は高く、紅葉に関す

るツイートの推移と現実世界での季節変化には関連があり、

生物に関連するツイートの観測を行うことで見頃を推定可

能であることを確認した。しかし大分県と栃木県に関して

は標本木と紅葉名所の標高差が大きいことから高い再現率

と適合率を得られることはできなかった。また、本稿で対

象としたジオタグ付きツイートは、ツイート全体の 3％程

度でありデータ量が少ない。このため、本稿では、地域ご

とに十分なジオタグ付きツイートが集まらなかったことに

より、提案手法を用いてジオタグ付きツイートの分析する

ことで観光スポット別での推定は可能であることを確認し

たに留まった。今後は対象語の幅を広げることでデータ量

を確保し、より高精度の予測を実現する方向で研究を進め

ていく予定である。 
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